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30年ぶり  の便 り   

′lム島市立白島小学校長 藤 田 雅 章  

たちである。被らもすでに40歳を過ぎた人生   

にさしかかり、社会の中堅的存在となってし〕   

る。数行の短し〕文章の中に、仕事のこと、家   

庭や子育てプ〕ことなど、生活の実感がにじみ   

出ているように思われる。その中で、しばし   

ば、ハソと胸をつかれることがある。無邪気   

な」＼字生であったはずの彼らに、当時の私自   

身の行動や見方、考え方が、今も強く作用し   

てし1るという事実である。   

当然といえば当然のことかもしれない。今   

更ながら、生活を共にするなかでの人間的ふ   

れあいによる影響の重さに驚かされる。指導   

技術の未熟であった学級担任の頃は、クラス   

の子供がかわいくて、ただがむしゃらに取り   

組んだもジ）ぐある。しかし、「自分の育てたこ  

Jノ子たちが成人の暁には、きっと堅実な人間   

とし′て日本のため、社会のために役立ってく   

れる」という自負だけは忘れなかったつもり   

である。そのことが、今となっては、せめて   

もの慰出であるかも知れない。   

教え十に無意識の間に与える教師のインパ  

クト山重大さを、あらためて考えさせられる   

この頃である。  

今年刀1月守旬に1通しり  

分厚い封書か届いた。東京  

都に住むM子からの使りである。昨年末のク  

ラース会に30年ぶりでH席」たかったが、果た  

せす残念であったとし」うおれひと、ウノルバム  

やサイン帳を簸けて懐かしい思い出に浸った  

と。Jう書きとi］したノた。さらに、事情あって  

上．嘉し就職、結婚した経過や家族刀ヰ人況、両  

親の様子ーなどがこと細かに数枚の便せんに流  

麗な文章′ご（一／二／、二められていたし   

別れて30生二とし1う歳ノりJ〕歩みを私に伝えた  

し・±し）う低い衝動が、一気に彼女↓筆を走ら  

セたも山であろう。読むうちに、優しい主人  

や太′字雪ニヒ高校生の娘ヒ息子に幽去れ 充足  

しノた家庭生活直中で生きがし」土幸福感に包ま  

才し／二彼女J〕実務がR：こ浮かぶようであった〔）  

J良か／Jた、良か1r∴†と、オ1かことJ）よう  

」こ嬉しさがこみ上げてくるんを押さえ切れな  

か1た。次匡肌同窓会には是非とも出席した  

しゝと山ことで再会が楽しみである。   

毎年上加二は、教え子たちからレ〕便りを手  

こナするニヒが、とり才〕け楽しみである。思え  

ば20代から30代の若し」頓に受∨ナ持、㌻た子供  

●  

編集・発行 日二島巾教育センシーー 〒732広島市乗区牛田新町一rR17番1号 ℡（082）223ん3563   
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みんなで成長していく学級をめさして  

広島「－］′坤崎′㌧ナ朽教諭 塘  文 子  

ノ、ひ上り直児童か自分J）思いをみんなに  

言え、そして左し、に励まし合いなか1活動す  

ることしこよって個々の児童が成長し、圭′㌧字  

根葉団としても向上していくず級つ三りを軋  

ぎしている。そレ「）た裾二は、好まししり、間関  

係を台て、仲間と共に伸びようとブる意欲を  

高めてしゝく指導が大切て凍ると考える。  

個を成長させるために   

1学期当初、個々の児童レノ現状牧り、生活背  

景を調査し、児童理解に努め、そしり仁㌻児遽  

の指導目標を設定した。そノ）ニヒでミ′皇削二］身  

も自己評価し、自分で生活目標をむちはLめ  

た。また学級でも、学級目標、班目標を話一  

合わせ、実践させた。それか、学級〇r〕員ヒ  

しての自覚と自主的活動につながってい1た。  

友だち関係を広げ、深めるために   

い   〉  ・L！諒1いキ、・fナ1∴点局ノ＼上欄く、／   「1  

′ ナノJ・ ′7  二りノを1しゝ′ィト；ノこ′」＼射、出′．j，垂柄 し′イ」   

√甘】∃巨：品→ ri↑J  ノ場∴、皆  

一手、」ト盲∵二十イ√∴十小町射れ∴  

‡拐1／J ′Jh 取「ノ抽／「トバし汁仙一十∴∴上．ト、  

．】r ， 与ナ絨ト1イゝ，∵∴し ′トハ ′∴）息L」ニ  

妄・＼販 ノ1／1ヰi∴・何  戸施i   

r  ′軋 r  イ▼ ．】▲．軌。琶ti′■ニノ＝害Jゝ／イ   

1′トJ  ′巨  †r   ．■イ‘I㌧1パい廿圧力か   

り十∵ イ膏∴ ∴  ノリ理打圭一いトニL＋′  

：∴ ィハ中∴   －十1二jlJ、一」、イ＼J7  

ノ、†ポ，†ノ ー1∴督 ▼い  ′  」、＼／ノく1J 

／＼リ」  】．†  、木地、k占う  

綾川 Ⅰセ・′∴リ・ 1′二目ん一半く∴ぺ与守」一 三協ノノ  

jl  一人八ノ′よ－ニ成長＼∵  

い：苦小∵’∫ニ：祓東川 ノ トナメノ‘㌧㌢＋’㍉＋ノ、′  

豊かな人間関係を育てる学級経営  

生徒を理解するために  

Jム．［㌔†rト r一汁川－′▲J▼■わ勲諭」平 岡 恵 子   

クラス分けの発表後、生徒は伸武互い友た  

ちとしゝつしょになっていればやった」と菖  

ぶが、担任ともなれは40人前後ゾノ生徒全員か  

相手であるから大変である。  

生徒と同じ日の高さで   

1－2年間、ビルように学級経召してしjく  

かを方向づけるためには、生徒 ′人ひとりを  

よく知ることが人切であ・る。そノつノニリノにiま壬  

ず、一人ひとりがどJ）ようこ二軌き、ヒ’Jノ⊥う  

に集団に働きかけ、あるいはビJ′）ように働き  

かけられてしゝるかをよく昆意ニヒである。そ  

して、生徒との対話の時間をできる′∵H′亡く  

さんもつことである。特に、生徒土話をrる  

時には、生徒の目の高さまで卜ー）て話を聞く  

ことが大切だと思う。意外にこういう時に担  

任の知らなし－クラスの顔、′L徒の顔か見え′ナニ  

J／  ＝∴ト）指導レ「）イ、トィ、÷∴ズ＼  

／一tある′  

時には教師という仮面を脱いで   

小′一r■‘＝、∴1令は、二しりノ 、ニヰ、仁二；／1し＝  

′fノ1しリウ】と ノノ・ろノ帽雪′）iこ‡ノ：本能軋㌧・fJ）  

カ㌧右ノ∴ 烈日rn   け白二′しト▲1 ノ ノ、▲ 拍∴主  

動帥∴㌧∴一腹巾いノー州ト ′－    ノ・／J∴い√ 本  

～う小イイノ」、鮒州∵私的∴言．f】r ノ†／テ（一等囲気  

′ とノ．川」J尊王′宣，トノ、才LやJ∵ 二卜黒二 †可  

両問題か起き∵小 ‡櫨〕リ心Jrノl巨二人ろうと   

r L′∵十′，・′ト付離二1一三〕Jr二J：百し、、fノ／二場  

か違1ノノ J／ノ．∴哩解r きる 二二こ土無理  

∵ト÷L 一そノノ埠頓J与J′ノ1－ー．たい）乍」リ、∴悩ム  

′、ナL▲ Jノ／／：‾関ノLろ了i、り一粒、十ノニ二し一小ぺ  

り†㌢）／J   パ悩ノナノノ小二牒制圧＼∵亘高  

一・、 ミノニJ∴′★、べ1、ん・才ノも′   
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▲幼稚園教育実技講座  

はねて歌ってリズム遊び   

▲障害児教育実技講座  

教材づくりにチャレンジ  

▲小学校家庭科実技講座  

さあ、みんなで試食を  

受講者の声・  

、 学校同和教育講座を受講して   

2日間共、内容的に大変充実  

してし1たと思います。講師の先  

生も吉和事件がなぜ同和教育の   

‾、 

∴＿ ・＿  
くかみ合っていて、同和教育の  

；∫‡すじみちがよくわかりました。   

∴‥－一 

二  ではないかと思います 

。  

、
 
 
 
 
－
1
 
 
 

▲教育課題研修講座  

真剣なまなざし、登校拒否解決への道  
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「聞くこと・話すこと」の英語運用能力の育成をめざした  
効果的なティーム・ティーチングに関する調査研究  

広島市教育センター指導主事 福 原 紘 治 郎   

本研究は「聞くこと・話すこと」の英語運  

用能力を育成する学習指導を進めるに当たっ  

て、日本人英語教師（以下JET）と英語指導  

主事助手（現在は英語指導助手、以下AET）  

との効果的なティーム・ティーチング（以下  

T－T）の在り方につしゝて考察したものである。   

TTは、英語の実際使用場面を教室の中に  

そっくり移入させたもので、生徒にとっては  

「生きた英語」に接する貴重な時間であ！）、  

英語による意思伝達の喜びを味わう楽しい時  

間となりうる。一方、JETにとっては自分の  

学習指導法を見直し、英語運用能力に磨きを  

かける時間でもある。   

ところで、外国人英語教員招致事業も本年  

度からその内容を一新し、昨年度の約2．6倍  

の848名のAETを招脾してし）る。今後、この  

人数枠は拡大されると予想され、T－Tも含め  

てAETの活用がこれからの英語教育における  

重要な課題のひとつとなろう。   

ここでは、T－Tを効果的な授業形態とする  

ためにJETが留意すべき点につしユて、研究内  

容に基づいて述べてみたい。  

教室英語と英語的環境   

教室の中に英語の雰囲気をつくり、生徒が  

英語を聞しゝたり話したりすることに慣れるた  

めに、JETは日頃から授業中に英語を出来る  

だけ使用するように努める。  

「聞くこと・話すこと」への肯定的態度   

TTは主に「聞くこと・話すこと」の英語  

運用能力の育成をめざしてしゝるので、この領  

域に対する価値観や肯定的な態度がJETの中  

に養われていなければならない。もしそうで  

ないと、TTは「特別な」「ムダな」授業とし  

て敬遠されるであろう。  

」ETの指導性と英語運用能力  

JETは自己の指導方針に基づしゝてAETを活  

用しているという主体性を失ってはならない。  

指導性を発揮するためには、JETの確かな英  

語運用能力が必要なことはいうまでもない。  

指導目標と使用教材   

AETは場当たり的な活用でなく、指導目標  

や指導内容に応じて計画的に活用されるべき  

である。   

T－Tの目標を動機づけのような情意面にお  

くか、言語材料の定着を図る等の認知面にお  

くかによって使用教材を考慮すべきである。  

事前準備と事後評価   

指導目標、使用教材、生徒の実態、T－Tに  

おける役割分担等の打ち合わせを十分に行う。   

また授業終了後、相互の信相関係に基づい  

て率直な意見交換を行い、次回のT－Tに生か  

せる授業評価を行う。  

AETとの人間関係   

事前の打ち合わせ、クラブ活動、研修会等  

で相互が意見を出し合う過程で人間的なつな  

がりが生まれ、T－Tに必要な協調性が養われ  

ていくと思える。  

文化大使としてのゴ舌用   

言語の育まれた歴史、文化を理解すること  

は、言語習得のうえで重要である。AETはま  

さに生きた英語文化圏であり、一斉音読のた  

めの範読だけでなく、学習内容に関連した文  

化的な情報提供者としても活用すべきである。   

以上、いくつかの留意点について述べたが、  

何よりも大切なのは、JETのT－Tに対する積  

極的・主体的な取り組み姿勢である。   

広島市教育センター『研究紀要』第一号   

（昭和62年5月発行）参照   
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小 学 生 徒 心 得  

広島車教台セニ／γ一指導主事 松 田 了   

飯ヰ′卜字’校こi、叫∴瀬川∴∵か立社舎1しり  

／＼  

車二し ㌧∵子弟l、占〕先舎レ）正†単＿誌を見ていノーノニ、   

丈ヤiH㌢十定‥∴和i漕†］範学校編集トリ子Jレリ「′」＼字  

卜症′【．fし≠・1イ単 二虹′ノラニさJ？ノニしイ〉  

」－・十砿心得」は、字制発†恒ノノヤ年  

J叫Jl了イh h（1－1  

第1栄 転軌F＋し7起キ声頴卜手ヲ洗上IJヲ漱ギ   

髪ブ掻キ父侵二礼。千述べ朝食事終しノバ芋校   

ノ＼、出し用意二＝シ先、ノ筆紙書物等ヲ取揃へ   

置二トノ取落／」∵ト様故ス自丁シ  

侶 小時卜帰リグル帖ニ′、必ス父母  

′、揉巨′‾′為ス【イ／  

京1去「1‘ノ ー古キテハ他念十フ教師ノ教／、、方   

ヲ†［］いい1、イ’kリニ亡外見雑談等ヲ為スロJカ  

■    ■   
・J〕  

第7養 老トJ／ノ受業ノ時限二様し参校スル時ノ、   

猥ソニ教場二全ルロJカラ差遅刻ノ事情ヲ述   

べナ数的ノ指図ヲ待ツriユキ事  

第8美 山人ノ時障イ一視等ノ開聞ヲ静カニス   

ロJシ書物ノ取扱万′＼成丈ケJ▲寧ニシテ被損   

王サ㌧様ニス．可シ  

第17束 －と中二手遊び無ノ【ヰ」ノ場所二、呈、ソ可カ   

ラズ無益ノ物ヲ見ルロJカラズ疾㌢走ル＝Jカ   

ラで若シ罵車等二逢ブコトアラノ、’早ク傍二   

避ナナ馬車等ノ妨ニナラズ自身モ怪我ナキ   

様ニス可シ  

＝flニイ「 上ノ′／   

ト1、ハ ∴イ＼  

ト吊」左・、束にイご  

f：レ′）人ノ■ゝ、小′■ノしめ  

、r学制〕′）被仰出  

書1二「ご始圭∵  

十・！、LいL吾ノ’⊥・としバ’jこ：  

下狛ノト小ノア‘′ト徒∵り  

、羊十王‘ト；Li三i二、蝦  

」∴jJメご／ごノf」‘軋‘ヾ）態  

甘ノ）崖や乍′ト ′・   

ノ1こ慶一 ノブ二   

東京師範′半枚レ）‡ト．イふLイ等は、捉（おきて）  

什んい）17か条〃心凋かごノなり、二しノー）種のもノ）  

二し／ては、わが国最机レ㌻）も山であ ノた。しノか  

ニルし」、碍ノ，■r．りJl」．辛がい ノニろ人手し、と  

∴」、∴∵∵∵′11トニ小Jノノニん・㍑定かてない〔   

止代学校教市制度か始ま ノ／二はかりのニレ）  

申批二ご上、 こ′ノ」、うノ㌧ノしノ得か′レ1、要ノ⊥さ ノ′シー山で  

J′1▲ ノ ′エレけむ≠  ＿ノ卜しノノ！j▲一ィ エ／∴ 、各府  

県≡－こ侮日、∴1ノ∵恒廿」 ′〉′ナナ趣旨い小‘チノ1  

「ノい」r且っイり子」さ′巨＋■∴ノゞ）、  

Jム島畑∴卜し 二乙ノ、明治16て卜‘学務諜制定  

Lノ′－二川か莱か・、ノなる「小学生徒心得＿」が判子こ」‾さ  

j7ニし、ノ；〔、二．り心得与大事に保存していたお  

隼寄りは、「覚えてし∃三う∴・しり二、何回も何  

卜」」と．涜圭一ニJけ二壬∵バ⊥J）二詰 ノ〔いイ∴  

」／＝＼■、満た書直高車誌皿 ′」＼‘‘f二′†二徒心得  

か∴ いく ノかキ抜粋し こ掲載する。  

明治16年8日刊子∫  

広島県制定「′」＼′芋牛徒心得」   
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＊講師 児童文学者  

岩 崎 京 子 先生  

代表作「かさこじぞう」「さぎ」等  

＊演題 「チビもの可能性」  

＊日時 昭和62年12月3日し木）14ニ3（ト  

＊場所 広島市安佐南区民文化センター  

＊対象 数職員、社会教育関係職員  

教育センタ、・一では教育研究をすすめるに当  

たっこ、次J」方々に研究協力員をお願いして  

います。  

研究協力員氏名  

今年度後期は次弟6名の先生ノJが、それぞ  

れの専門分野で研修を進めておられます。  

＊国語科教育：土橋幸正教諭（吉島東小）   

研修題目：確かな書写力与育成する毛筆書  

写指導法の研究  

＊数学科教育：吉岡正憲教諭（国泰寺中）   

研修題月：自力解決の場を取り入れた数字  

科指導の在り方の研究  

＊理科教育：戎真司教諭（古巾小〕   

研修題目：問題意識を高める理科指導法J）  

研究  

＊道徳教育：吉竹邦明教諭 山†本小）   

研修題目：価値の主体的［］覚を促す道徳直  

時間の指導過程に関する研究  

＊生徒指導：新川和博教諭（砥園束中）   

研修題目：学級所属感をたかめる′′二め山リ  

ーダーー育成についてル研究  

＊教育相談：白⊥俊介教諭（尾長小）   

研修題巨］：望ましい人間関係を育てる教育  

研 究 領 域  研究協力員氏名  所属校（  名
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左 ′」＼学校  

美鈴が丘′」＼学校  

山けト′ト芋校  
天満小芋桂  
一出小芋較  
比治山小学校  
鈴張小学校  
落合棄小学校  
山本小芋校   

戸抜再】芋キ交  

羊 級 経 常  

雌園東中学校  
E□苗「巨≠柁  

似島学閥巾′羊校  
基町高等学校  

沼田高等芋校  
広島商業高等宇校  
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使 者  
承 ∴  
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町 大  
硲 久   

浄 美  

L二 徒 指 導  

rr内幼稚園   

安佐中芋校  
亀崎中学校   

鈴か腹ノ」∴∫ご校  
長束小学校   

安座中学校   

ノム島養護芋校  

ニ勇椎園教育   
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相談山在リカに関する研究  

単座‾譲‾記   

秋も深まってましゝりました。芸術の秋、  

スポーーツの秋…… 、いろいろ土お忙しい  

ことでし／よう（⊃ 本年度2巨言」目出所報をお  

届けします。御活用を願ってしユます。   

表紙絵 広島市立翠町中学校長 前田 興生  

～平和記念公園 嵐の中の母子像／＼ 

題 字 広島市立半田新町小学校長 安出 仕  




